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B-31 食道亜全摘・再建術周術期の肺胞洗浄液中好中球エラスターゼの左右較差の変動

大分医科大学麻酔学教室，向集中治療部・

服部政治、宮川博司、入江文彦、岩坂日出男、早野良生、野口隆之‘、本多夏生

食道癌の食道亜全摘、再建術後の肺合併症の発生

には種々の原因が示唆されている。

今回、我々は左右柿の肺胞洗浄液(brα1c同ー

alveolar lavage fluid 以下、 BALF)中の好中球エ

ラスターゼ(以下、 PMNE)を測定し、食道亜全摘・再

建術周術期の柿ガス交換能に及ぼす影響を検討したの

で報告する。

<方法>

対象は当院外科で食道亜全摘・再建術を粧行された

患者12名で、術中・術後経過中、縫合不全等の大きな

合併症のなかった者とした。

測定項目は、血液ガスと BALF中の好中球数、 PMNE

とした。 BALFは、麻酔導入後、 開絢中、閉胸後 1、

3、5時間、 ICU入室 1、2、3、4および 5日目の計

10点でおこなった。

BALF施行法は、ブロンコファイパ を下葉または中

葉の区滅気管支に挿入し、十分に気管支内が見渡せる

位置に固定して、生理食塩水15mlを注入し、洗浄後吸

引した。この操作を左右各飾 2回ずつ行い、採取した

BALFの好中球数は、 Giemsa染色後算定し、 PMNEは

ELISA法で測定した。肺ガス交換能の指標として、 Aa

002を、 713xFI02-1.25PaC02xPa02で計算した。統計

的処理は、 Student'st-testで行い、 Pく0.05で有意と

した。

<結巣>

背景因子 :症例の平均年齢は 69.8歳、Tピースに

なるまでの人工呼吸期間は平均 3.5日間、 ICU滞在

日数は平均 7.4日間であった。

好中球数は、関胸傾IJの右肺で術中より1.Ox1 06から

4.0xl06と急増し、左肺ではは0.7xl06から2.0xl06

であった。右肺で ICU入室 1日目で 5.0xl06、左怖

では 2日目で最高値 4.Oxl 06を示した。.しかし好中球

数は荷肺で、ともに術後 3、4病日で急速に低下し、

第 5病日には術前値まで回復した。

Aa002は、開胸手術中に最大となり、414mmHgに達

し、術後 1日自に 273mmHgと再びピークを示した。そ

の後180mmHg程度で推移した。

今回の我々の結果では、手術時には、開絢側の PMN

Eは反対側に比べ 8000mcg/lと有意に高値を呈してい

たが、その後徐々に低下し閉絢後 5時間左肺とほぼ

同値となった。さらに開絢側の附NEは術後 1日自に

最高値となり、非開絢倶IJに比べ術後 4日目まで高値で

あった。非開悔恨IJのPMNEも開胸側の附NEと同様

の経過で上昇してゆき、術後 1日目に最高値となり術

後 3日目までは高値を車酎寺した。術後 4日自に両肺の

PMNEは左右差がなくなり術後 5日目で術前値に戻っ

た。

<考案>

好中球エラスタ ゼは AROSをはじめとした柿偉害

に強く関与すると考えられている。食道亜全摘術後の

肺障害は開胸側のみであったものが、次第に両肺に拡

がることがよく経験される。

今回我々が得た結果では、両側柿とも好中球数およ

び PMNEは、術中および術後 1、2日目でピークを示

し、しかも術直後は開絢側でより高値で白あった。その

後両側肺とも同様に PMNEは減少してゆき、術後 5日

自には術前値に回復した。手術側だけでなく反対側

BALF内 PMNEも術後高値を示していることから、好

中球の活性化が手術側だけでなく反対健常傾IJの怖でも

問機の影響を生じていることが示唆された。

また、 AaD02の値は、術中に一時増大したが、これ

は片肺換気のためと恩われ、術後の傾向は 1日目でピ

ークを示し、好中球エラスターゼの推移と同様の変動

を示した。

好中球エラスターゼ自体にf;t自己と非自己の認識能

力はなく、肺の組織マトリックスを破壊するとされて

いる。今回の AaD02と相関した結果から好中球エラス

ターゼが何らかの柿酸素化機能に影響を及ぼしている

と思われた。




